
第4回長崎県がん診療連携拠点病院研修会 

（アンケート調査結果） 

 

開催日  平成23年3月22日（火曜日） 

時 間  18：00～19：30 

場 所  長崎大学病院 第3講義室 

出席者  102名 （医師：18名、薬剤師：8名、看護師：54名、MSW：2名、栄養士：7名、事務職員：13名） 

回答者  38名 

   

～今回の講演の内容について～ 

がん地域連携パスの概要 

・よく理解できた（看護師） 

・パスの用紙の最終はどこで保管することになるのでしょうか？パスは電子カルテのようになるのか紙運

用なのか疑問です。これがうまく行けば、どの診療所に行っても同じ治療内容が受けれるので安心できる

と思います。紛失した場合の診療はどうなるのでしょうか？（看護師） 

・統一したものができて、治療も一貫していくと思うのでよい（看護師） 

・全体的な概要を理解することができました（医師） 

・当病棟では、がん地域連携パスの使用になる Ptはいないので、詳しい説明はよくわからなかったです。

資料を頂いたので、必要時参考にさせていただきます（看護師） 

・連携パスの必要性がよくわかりました。専門医の診療をのぞむ患者さんへどのように理解を得るのかが

課題だと感じました（看護師） 

・やっとある程度わかりました（看護師） 

・間に合わず聞けませんでした（看護師） 

・がん地域連携パスの必要性などがとてもよく分かりました（事務職員） 

・連携しやすくなるのかなと思いました。身近になかったので、少し分からない（想像しにくい）面もあっ

たのですが、私のカルテはいいなと思いました（看護師） 

・なかなか使用する話が少ないため、イメージがつかない（看護師） 

・がん診療連携拠点病院と地域の医療機関等が作成する診療分担表や計算書などで、がん患者に対する診

療の全体像を体系化した表。 

・がん診療連携拠点病院と地域の医療機関が作成する診療役割分担表、共同診療計画表及び、患者用診療

計画表から構成される。がん患者に対する診療の全体像を体系化した表。がん医療の質と安全を保証し、

かつ均てん化に資する地域医療連携のツール。 

・良く分かりました（医師） 

 

各がん地域連携パスの説明 

・よく理解できた（看護師） 



・大腸がんの説明わかりやすかった（医師） 

・理解できました（医師） 

・“1疾患1冊”というのは、どうしてもそうでなければいけないのでしょうか？連携パスの記載内容を院

内で共有する手段はパスを見ること以外にないですか？（電子カルテとの連動など）（看護師） 

・とてもわかりやすかったです（看護師） 

・良く理解できました（看護師） 

・乳がん、大腸がん、胃がん、肝がん、肺がんの連携パスが適用となる患者さんの条件等の説明が各先生

方の説明の中にありましたが、資料として配布がなかったので、資料として配布して頂けたら～と思いま

した（事務職員） 

・対象者（対象外）の資料がほしかった（事務職員） 

・分かりやすくて良かったです（看護師） 

・該当疾患に携わらないものもあり、イメージがつかないため理解ができない（看護師） 

・各診療科の先生から説明の分も、ハンドアウトで資料があれば、よかったと思いました。イントラネッ

トなどでもよいので、掲載していただければと（看護師） 

・病院と病院の間、あるいは病院と診療所の間で、関係職種のコンセンサスに基づいて作成し使用するク

リティカルパス。がん医療の質と安全を保障し、かつ均てん化に資する地域医療連携のツール。 

・わかりやすかったが、地域のDr.は複雑かも（医師） 

 

 がん地域連携パスの運用 

・よく理解できた（看護師） 

・他の病院、特に開業医の先生とうまく連携できるか不安である（医師） 

・全て実際に使用してみないとわからないと思います。みんな使えれば、患者さんも安心では…（看護師） 

・ここまで準備されるのは大変だったと思います。どうなるか不安です（看護師） 

・詳細な説明資料でとても分かり易かったです（事務職員） 

・院内パスとは違うものなんだと改めて認識した。「私のカルテ」は連携している様子が形に残り患者さん

にとっても、とてもいいと思った（事務職員） 

・主流になるととても便利になるのではないかと思います（看護師） 

・イメージがつかない。該当部署（二外科、一外科などの）に、主に参加する様にしてはどうか？全病棟

のNsでは、理解ができない所が多いと思う（看護師） 

・本年 4月からの運用は、具体的に主治医が主体とならないと進まないと思います。どのように取り組ま

れる予定でしょうか（医師） 

・運用することで、均てん化ができる。広く国民に明示することができる。地域と拠点の連携ができる。

「私のカルテ」を作成すること→その患者をそのカルテですべてわかるように。 

・わかりやすかったです（医師） 

 

   次回の講演で希望すること（内容、場所、日時ほか何でも結構です）  



    ・どの職種がどの仕事を担当するのかを明確にしてほしい（医師） 

    ・どの診療科、部署にも関係する内容だったのに、参加者が少なかった。もっと周知していただいたらい

いと思います（看護師） 

    ・運用開始の問題点、他地域との比較（医師） 

    ・抗がん剤の取扱いについて（曝露）。補完療法（看護師） 

    ・実際に大学の外来を担当する医師の出席がもっとあればいいのですが（医師） 

 

   がん診療センターに対するご要望があれば教えてください。 

    ・このアンケートの答え方が良く分かりませんでした（看護師） 

    ・がん診療連携拠点病院研修会に初めて参加しましたが、とてもよく分かりました。参加して良かっ

たです。ありがとうございました。準備等、大変だったと思います。お疲れ様でした（事務職員） 

     

 


